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I N D E X

令和8年2月1日No.226 今回の表紙
　多治見工業高校で、11月11日（火）に毎年恒例の
「おとどけセミナー」を開催しました。
　高校2年生を対象に、「18歳選挙権と議会について」
をテーマにした講義を行い、議会の役割や投票の意
義をお伝えしました。
　講義を終えた後、高校生の皆さんから、議員に関
する質問や「こういうまちだと良いな」といった思
いなどをお聞きし、意見交換を行いました。

市民の声を形に

題字は、多治見市観光大使　杉浦誠司さんのめっせー字です！



12月定例会の会議状況・12月定例会のおもな案件

多
治
見
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
を
制
定

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
に
よ
る
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、乳
児
等
通
園
支
援
事
業
（
い
わ
ゆ
る
、こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
）が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
お
よ
び
運
営
に

関
す
る
基
準
に
つ
い
て
、
内
閣
府
令
で
定
め
る

基
準
に
従
い
、
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

［
施
行
日
］
公
布
の
日

多
治
見
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正

　
令
和
8
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
12
年
4
月
1

日
ま
で
の
職
員
定
数
に
つ
い
て
、
第
6
次
定
員

適
正
化
計
画
の
策
定
に
伴
い
、
職
員
定
数
を
改

め
る
も
の
で
す
。な
お
、令
和
12
年
度
以
降
に
見

込
ま
れ
る
職
員
の
大
量
退
職
を
見
据
え
、
そ
の

定
数
を
7
8
0
人
か
ら
8
1
5
人
に
し
ま
す
。

［
施
行
日
］
令
和
8
年
4
月
1
日

多
治
見
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正

　
事
業
活
動
に
伴
う
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
、

市
長
か
ら
一
般
廃
棄
物
ま
た
は
産
業
廃
棄
物
の

処
理
の
承
認
を
受
け
た
事
業
者
の
う
ち
、
一
部

の
者
に
よ
る
不
適
切
な
廃
棄
物
の
搬
入
事
案
が

発
生
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、設
備
の
修
理

や
操
業
停
止
の
事
態
に
陥
る
お
そ
れ
が
あ
り
、廃

棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー
の
安
定
的
な
運
営
の
た

め
、不
適
切
事
案
へ
の
措
置
と
し
て
、処
理
承
認

の
取
り
消
し
規
定
を
新
設
す
る
も
の
で
す
。

［
施
行
日
］
令
和
8
年
4
月
1
日

多
治
見
市
霊
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正

　
多
治
見
市
平
和
霊
園
、
多
治
見
市
北
市
場
霊

園
お
よ
び
多
治
見
市
森
下
霊
園
に
係
る
え
い
地

の
使
用
権
の
規
定
お
よ
び
永
代
使
用
料
の
見
直

し
な
ど
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

［
施
行
日
］�令
和
8
年
4
月
1
日
。た
だ
し
、え
い

地
の
永
代
使
用
料
に
係
る
算
出
方
法

に
関
す
る
規
定
は
、令
和
8
年
7
月

1
日

令
和
7
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）を
可
決

　
多
治
見
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
4
億
6
5
9
0
万
4
千
円
を
増
額
し
、5
2
0

億
2
5
8
8
万
1
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
お
も
な
事
業
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

□
大
学
誘
致
関
係
費�

8
0
1
3
万
円

　
令
和
9
年
4
月
の
移
転
開
学
に
向
け
て
、
中

京
学
院
大
学
が
実
施
す
る
施
設
整
備
等
事
業
に

係
る
補
助
金
の
追
加
な
ど
を
す
る
も
の
で
す
。

□
生
活
安
全
推
進
事
業
費�

99
万
3
千
円

　
多
治
見
警
察
署
と
の
「
た
じ
っ
こ
見
守
り
協

定
」
締
結
に
基
づ
き
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る

こ
と
に
伴
い
、
工
事
請
負
費
を
追
加
す
る
も
の

で
す
。
な
お
、
防
犯
カ
メ
ラ
本
体
（
2
台
）
は

寄
付
の
予
定
で
す
。

□
保
育
所
備
品
購
入
費�

40
万
9
千
円

　
旭
ケ
丘
保
育
園
の
多
治
見
市
直
営
へ
の
移
行

に
伴
い
、
指
定
管
理
者
か
ら
備
品
を
買
い
取
る

た
め
、
備
品
購
入
費
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

□
保
育
所
施
設
整
備
費�

1
3
2
万
2
千
円

　
旭
ケ
丘
保
育
園
の
多
治
見
市
直
営
へ
の
移
行

に
伴
い
、
指
定
管
理
者
が
実
施
し
た
工
事
な
ど

の
簿
価
額
相
当
分
の
補
償
に
よ
る
補
償
金
を
追

加
す
る
も
の
で
す
。

□
意
匠
研
究
所
施
設
整
備
費�

1
4
3
3
万
6
千
円

　
陶
磁
器
意
匠
研
究
所
の
研
修
棟
な
ど
へ
の
空
調
機

設
置
に
伴
い
、工
事
請
負
費
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

※
財
源
：
陶
磁
器
技
術
振
興
基
金
繰
入
金

□
公
園
施
設
整
備
費�

8
2
4
万
5
千
円

　
坂
上
湧
水
公
園
の
せ
せ
ら
ぎ
整
備
な
ど
に
伴

い
、
工
事
請
負
費
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

□
防
災
情
報
提
供
費�

2
6
2
万
5
千
円

　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
J
ア
ラ
ー
ト
）
の

機
器
更
新
に
伴
い
、委
託
料
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

※�

財
源
：
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
（
充
当
率

1
0
0
％
、
交
付
税
措
置
率
70
％
）

令
和
7
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
4
号
）を
可
決

　
多
治
見
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
10
億
2
5
8
2
万
9
千
円
を
増
額
し
、5
3
0

億
5
1
7
1
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
本
補
正
予
算
は
、
物
価
高
騰
の
影
響
を
踏
ま

え
た
生
活
者
支
援
と
し
て
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
の
配

布
（
市
民
一
人
当
た
り
5
千
円
程
度
）
や
、
子

育
て
世
帯
へ
の
現
金
支
給
を
行
う
た
め
、
委
託

料
や
事
務
費
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

※�

財
源
：
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金

指
定
管
理
者
の
指
定

　
多
治
見
市
か
さ
は
ら
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
、
指
定
管
理
者
の
指
定
を
行
う
も
の
で
す
。

［
管
理
者
の
名
称
］

　
社
会
福
祉
法
人
多
治
見
市
社
会
福
祉
協
議
会

［
指
定
期
間
］
令
和
8
年
4
月
1
日
か
ら

　
　
　
　
　

 

令
和
11
年
3
月
31
日
ま
で

意
見
書
1
件
を
可
決

　
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
し

た
意
見
書
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

□�

太
陽
光
発
電
設
備
の
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
及
び

適
正
な
廃
棄
処
理
に
関
す
る
意
見
書

　
あ
て
先　
衆
議
院
議
長　
参
議
院
議
長

　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣　
経
済
産
業
大
臣

　
　
　
　
　
環
境
大
臣

12
12
月
定
例
会
の

お
も
な
案
件

12月定例会の会議状況
11月21日（金）本会議（招集～提案説明）
12月  2日（火）�本会議（提案説明、質疑～委員会付託）
　　　　　　　  予算常任委員会（分科会付託）
    　  4日（木）総務常任委員会
　　　　　　　  予算常任委員会第1分科会（質疑）
    　  5日（金）経済建設常任委員会
　　　　　　　  �予算常任委員会第2分科会（質疑）
    　  8日（月）厚生環境教育常任委員会

　　　　　　　  �予算常任委員会第3分科会（質疑）
    　10日（水）�予算常任委員会第4分科会（質疑）
    　15日（月）本会議（市政一般質問）
    　16日（火）本会議（市政一般質問）
    　17日（水）�本会議（提案説明～質疑～委員会付託）
　　　　　　　  �予算常任委員会（分科会長報告（質

疑）、質疑、議員間討議、討論、表決）
    　22日（月）�本会議（委員長報告～討論～表決）

2たじみ議会だより　―市民の声を形に―



12月定例会の議決結果・予算常任委員会で追加補正予算を審査

12月定例会の議決結果
〇全会一致の議案

≪条例制定≫
・�乳児等通園支援事業の設備及び
運営に関する基準を定める条例
・�特定乳児等通園支援事業の運営
に関する基準を定める条例
≪条例改正≫
・�市議会議員及び市長の選挙におけ
る自動車の使用及びポスターの作
成の公営に関する条例及び市議会
議員及び市長の選挙におけるビラ
の作成の公営に関する条例
・�行政手続における特定の個人を
識別するための番号の利用等に
関する法律に基づく個人番号の
利用及び特定個人情報の提供に
関する条例

・職員定数条例
・職員の給与に関する条例等
・�一般旅券収入印紙等購買基金条例
・手数料条例
・子育ち支援会議条例
・�廃棄物の処理及び清掃に関する
条例
・火入れに関する条例
・屋外広告物条例
・�市における建築物に附置する駐
車施設に関する条例
・火災予防条例
・水道事業給水条例等
・議会委員会条例
≪令和7年度補正予算≫
・一般会計（第3号）

・一般会計（第4号）
・�国民康保険事業特別会計（第2号）
・�介護保事業特別会計（第2号）
・�後期高齢者医療特別会計（第2号）
・水道事業会計（第2号）
・下水道事業会計（第3号）
≪その他議案≫
・事件の訂正（一般会計（第3号））
・指定管理者の指定
・�岐阜県市町村会館組合規約の変
更に関する協議

・�岐阜県市町村会館組合の解散及
び財産処分並びに事務の承継等
に関する協議

・�太陽光発電設備のリサイクル推進及
び適正な廃棄処理に関する意見書

〇賛否が分かれた議案

項　　目 議　　　　案

1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112131415161718192021
獅
子
野
真
人

亀
井
芳
樹

葉
狩
拓
也

欠

員

黒
川
昭
治

成
田
康
弘

加
藤
智
章

片
山
竜
美

玉
置
真
一

城
處
裕
二

奥
村
孝
宏

吉
田
企
貴

寺
島
芳
枝

柴
田
雅
也

若
尾
敏
之

三
輪
寿
子

林　

 

美
行

仙
石
三
喜
男

井
上
あ
け
み

石
田
浩
司

嶋
内
九
一

条例改正

市議会議員の議員報酬、費用弁償
及び期末手当に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ 退 ○

議　
長

○ ○ ○

常勤の特別職職員の給与に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ 退 ○ ○ ○ ○
霊園の設置及び管理に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ × ○ ○ ○ ○

注）○：賛成　×：反対　―：採決に参加できない　欠：欠席　退：採決時に退席

物
価
高
騰
対
策
…
多
治
見
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）を
審
査

　
令
和
７
年
12
月
17
日
（
水
）
の
本
会
議
で
、
補
正
予
算
と
し
て
３
議
案
が
追

加
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
多
治
見
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
は
、
国
の

交
付
金
（
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
）
を
活
用
し
、
物

価
高
騰
に
対
す
る
市
民
生
活
支
援
の
た
め
の
予
算
を
計
上
す
る
も
の
で
、
市
民

一
人
当
た
り
５
千
円
程
度
の
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
を
配
布
す
る
ほ
か
、
子
育
て
応
援

手
当
給
付
事
業
と
し
て
、
平
成
19
年
４
月
２
日
か
ら
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
子
ど
も
を
対
象
に
、一
人
当
た
り
２
万
円
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　
12
月
17
日
（
水
）
の
本
会
議
は
一
般
質
問
の
予
備
日
で
し
た
が
、
国
の
動
向

に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
市
か
ら
、
急
遽
、
追
加
補
正
予
算
の
提
案
説
明
が

さ
れ
、
質
疑
を
経
て
予
算
常
任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
同
日
開
催
さ
れ

た
予
算
常
任
委
員
会
で
は
、
各
分
科
会
長
の
審
査
報
告
の
後
、
追
加
議
案
に
つ

い
て
審
査
し
ま
し
た
。

　
本
会
議
質
疑
や
委
員
会
で
の
質
疑
で
は
、
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
の
支
給
時
期
に
関

す
る
質
疑
も
あ
り
、
執
行
部
か
ら
は
、
日
本
全
国
の
多
く
の
自
治
体
で
同
様
な

ギ
フ
ト
カ
ー
ド
の
支
給
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
期
限
付
き
の
支
給
方
法
の
検
討

を
国
か
ら
要
請
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、ギ
フ
ト
カ
ー
ド
調
達
で
競
争
が
起
き
、

支
給
時
期
が
遅
れ
る
可
能
性
を
考
慮
し
、
今
定
例
会
で
補
正
予
算
を
計
上
す
る

こ
と
で
、
他
の
自
治
体
よ
り
先
行
し
て
進
め
、
市
民
に
少
し
で
も
早
く
ギ
フ
ト

カ
ー
ド
が
届
け
ら
れ
る
よ
う
交
渉
し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
議
案
は
、
12
月
22
日
（
月
）
の
本
会
議
に
お
い
て
、
全
会
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。

　
物
価
高
騰
の
中
で
の
市
民
生
活
支
援
と
し
て
、
市
の
迅
速
な
対
応
と
姿
勢
を

評
価
し
、
議
会
と
し
て
も
、
今
後
の
国
の
動
向
や
社
会
情
勢
を
注
視
し
、
積
極

的
な
議
論
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
多
治
見
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
お
よ
び
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
は
、
金
利
が
上
昇
す
る
局
面
に
お
い
て
、
企
業

債
の
借
り
入
れ
を
行
う
際
の
予
算
に
定
め
る
借
入
利
率
上
限
を
超
え
る
お
そ
れ

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
年
利
を
引
き
上
げ
る
議
案
（
3
・
0
％
を
5
・
0
％
の
引

き
上
げ
）
で
、
２
議
案
に
つ
い
て
も
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
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総
務
常
任
委
員
会

委
員
長　

加
藤
　
智
章

経
済
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

吉
田
　
企
貴

厚
生
環
境
教
育
常
任
委
員
会

委
員
長　

成
田
　
康
弘

●�

議
第
1
2
2
号　
多
治
見
市
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
に
つ
い
て

　

改
正
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
本
市
以

外
に
住
所
を
有
す
る
住
登
外
者
を
一
律
に
管
理
し
や
す
く
な

り
、事
務
の
効
率
化
に
つ
な
が
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●�

議
第
1
2
3
号　
多
治
見
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
に
つ
い
て

　
職
員
の
大
量
退
職
に
備
え
た
前
倒
し
採
用
が
人
件
費
に
及
ぼ

す
影
響
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
育
児
休
業
代
替
職
員
と
の

調
整
な
ど
に
よ
り
、
純
増
抑
制
に
努
め
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　
救
急
隊
員
を
3
人
増
や
す
こ
と
に
よ
る
効
果
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、「
特
に
日
中
に
集
中
す
る
救
急
の
出
動
件
数
の
増
加

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●�

議
第
1
3
5
号　
多
治
見
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
に
つ
い
て

　
「
簡
易
サ
ウ
ナ
設
備
に
係
る
制
度
改
正
の
周
知
が
行
き
届
か

な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
周
知
方
法
は
ど
の
よ
う
か
」
と

の
質
疑
が
あ
り
、「
消
防
本
部
の
公
式
S
N
S
、
広
報
紙
、
救

急
講
習
の
場
を
通
じ
て
周
知
し
て
い
く
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

付
託
さ
れ
た
お
も
な
議
案

事
件
番
号

件
　
　
名

審
査
結
果

議
第
123
号
多
治
見
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
第
135
号
多
治
見
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
に
つ
い
て

●�

議
第
1
3
2
号　
多
治
見
市
火
入
れ
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
に
つ
い
て

　
本
市
並
び
に
近
隣
他
市
に
お
け
る
過
去
の
申
請
許
可
件
数
に

つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
本
市
に
お
い
て
は
過
去
に
申
請
は
1

件
も
な
く
、
東
濃
5
市
と
可
児
市
に
お
い
て
も
、
過
去
10
年
間

で
申
請
は
1
件
も
な
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●�

議
第
1
3
6
号　
多
治
見
市
水
道
事
業
給
水
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
に
つ
い
て

　
「
有
事
の
際
に
、
本
市
の
基
準
に
は
満
た
な
い
が
、
他
の
自

治
体
の
基
準
は
満
た
し
て
い
る
事
業
者
の
受
け
入
れ
は
ど
う

か
。
ま
た
、
有
事
の
際
に
、
市
民
か
ら
自
分
の
家
の
上
水
道
や

下
水
道
が
破
損
し
た
た
め
、
業
者
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
い
う

問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
場
合
、
業
者
を
市
民
に
ど
の
よ
う
に
案

内
す
る
の
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、「
あ
く
ま
で
も
、
本
市
の

基
準
を
満
た
し
た
業
者
と
考
え
て
い
る
の
で
、
他
の
市
町
村
が

認
め
た
業
者
で
も
本
市
の
基
準
に
満
た
な
い
業
者
に
関
し
て

は
、
基
本
的
に
は
御
遠
慮
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。
市
民
へ
の

案
内
に
つ
い
て
は
、
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
自
治

体
で
も
行
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、
声
を
か
け
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
方
々
を
リ
ス
ト
化
し
て
、
例
え
ば
、
避
難
所
に
掲
示
を

し
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
り
す
る
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
と
こ
ろ
で
周
知
を
し
た
い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
お
も
な
議
案

事
件
番
号

件
　
　
名

審
査
結
果

議
第
132
号
多
治
見
市
火
入
れ
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
第
136
号
多
治
見
市
水
道
事
業
給
水
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
に
つ
い
て

●�

議
第
1
2
0
号　
多
治
見
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
を
制
定
す
る
に
つ

い
て

　
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
は
、
一
時
預
か
り
の
保
育
事
業

と
よ
く
似
て
い
る
が
、
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
の
か
」
と
の

質
疑
が
あ
り
、「
一
時
預
か
り
は
、
保
護
者
の
就
労
状
況
や
一

時
的
に
預
か
っ
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
保
護
者
の
事
情
に
よ
っ
て

認
め
ら
れ
る
も
の
だ
が
、
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
は
、
保
護

者
の
状
況
に
よ
ら
ず
、
子
ど
も
の
視
点
に
立
っ
て
、
子
ど
も
が

取
り
こ
ぼ
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
幅
広
く
全
国
一
律
で

実
施
す
る
制
度
で
あ
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
多
治
見
市
の
職
員
と
し
て
保
育
士
が
足
り
な
く
て
厳

し
い
状
況
の
中
で
、
基
幹
園
で
あ
る
池
田
保
育
園
以
外
の
事
業

者
で
も
問
題
な
く
実
施
で
き
る
の
か
質
疑
が
あ
り
、「
多
治
見

市
が
小
規
模
保
育
事
業
者
と
し
て
新
た
に
認
可
す
る
事
業
者

は
、
現
在
公
募
に
よ
り
3
事
業
者
を
選
定
す
る
予
定
で
あ
り
、

い
ず
れ
も　
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
実
施
を
確
約
し
て
い

る
事
業
者
な
の
で
、
受
皿
と
し
て
は
確
保
で
き
る
と
考
え
て
い

る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
お
も
な
議
案

事
件
番
号

件
　
　
名

審
査
結
果

議
第
120
号
多
治
見
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
を
制
定
す
る
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
第
131
号
多
治
見
市
霊
園
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
に

つ
い
て

常任委員会審査概要

常
任
委
員
会
審
査
概
要

議
会
の
情
報
を
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
た
め
、

4
つ
の
常
任
委
員
会
で
の
審
査
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

4たじみ議会だより　―市民の声を形に―



常任委員会審査概要

●�

議
題
1
3
7
号　
令
和
7
年
度
多
治
見
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）（
所
管
部
分
）

　

歳
入
の
繰
越
金
が
補
正
後
に
な
お
8
億

5
0
0
0
万
円
余
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、「
地
方
債
の
減
額
や
基
金
へ
の
積
立
て

に
活
用
す
る
よ
う
、
次
の
定
例
会
で
予
算
化
を

予
定
し
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

大
学
誘
致
関
連
費
に
つ
い
て
、
13
万
円
が
計
上

さ
れ
た
本
市
の
P
R
チ
ラ
シ
の
配
布
先
な
ど
の

質
疑
が
あ
り
、「
中
京
学
院
大
学
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
で
、
本
市
の
魅
力
を
紹
介
す

る
た
め
配
布
す
る
。
作
成
部
数
は
5
0
0
0
部

を
予
定
し
て
い
る
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
生
活
安
全
推
進
事
業
費
に
つ
い
て
、
補
正
に

係
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、「
警
察
署
と
の
「
た
じ
っ
こ
見
守
り

協
定
」
に
基
づ
き
、
弁
天
町
2
丁
目
の
地
下
道

を
選
定
し
た
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
お
も
な
議
案

事
件
番
号

件
　
　
名

審
査
結
果

議
第
137
号
令
和
7
年
度
多
治
見

市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
3
号
）（
所

管
部
分
）

原
案
可
決

●�

議
第
1
3
7
号　
令
和
7
年
度
多
治
見
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）（
所
管
部
分
）

　

道
路
橋
り
ょ
う
維
持
費
に
つ
い
て
、「
地
域

か
ら
出
て
く
る
要
望
に
対
し
て
は
、
ど
の
程
度

対
応
し
て
い
る
の
か
。
本
来
、
当
初
予
算
で
も

う
少
し
予
算
確
保
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思

う
が
、
い
か
が
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、「
今

年
度
市
内
の
区
全
体
か
ら
出
さ
れ
た
要
望
の
件

数
は
2
6
1
件
、
そ
の
ほ
か
日
々
の
電
話
な
ど

で
年
間
1
0
0
0
件
を
超
え
る
。地
区
要
望
は
、

例
え
ば
費
用
の
問
題
や
地
域
と
の
調
整
で
中
長

期
か
か
る
案
件
も
あ
り
、 

2
6
0
件
程
度
出
て

く
る
う
ち
の
数
十
件
、
30
件
、
50
件
単
位
で
ど

う
し
て
も
対
応
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
残
っ

て
し
ま
う
案
件
を
少
し
で
も
減
ら
し
て
い
け
る

よ
う
に
補
正
予
算
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ

る
。
市
全
体
の
予
算
の
枠
の
中
で
、
人
件
費
の

高
騰
な
ど
で
増
額
す
る
の
は
難
し
い
の
で
、
当

初
予
算
は
前
年
度
ベ
ー
ス
で
計
上
し
、
補
正
予

算
で
修
繕
の
増
加
分
等
を
お
願
い
し
て
い
る
現

状
で
あ
る
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
お
も
な
議
案

事
件
番
号

件
　
　
名

審
査
結
果

議
第
137
号
令
和
7
年
度
多
治
見

市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
3
号
）（
所

管
部
分
）

原
案
可
決

●�

議
第
1
3
7
号　
令
和
7
年
度
多
治
見
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）（
所
管
部
分
）

　

障
害
児
通
所
支
援
事
業
費
に
つ
い
て
、「
給

付
額
の
見
込
み
が
増
え
る
と
の
こ
と
だ
が
、
か

な
り
金
額
が
大
き
い
。
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う

に
見
込
ん
で
い
る
の
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、

「
児
童
発
達
支
援
事
業
や
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
、
相
談
支
援
事
業
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
伴
う
給
付
金
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
風

邪
や
体
調
不
良
に
よ
っ
て
休
ま
な
い
こ
と
に
よ

り
稼
働
率
が
上
が
っ
た
り
、
事
業
者
の
努
力
や

対
象
者
の
増
加
に
よ
っ
て
伸
び
た
り
す
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
今
年
度
末
ま
で
の
予
算
で
は
不

足
す
る
見
込
み
と
な
っ
た
た
め
」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
今
回
の
補
正
額
は
、
約
1
億
６
０

０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
事
業
全
体
と
し

て
は
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
事
業
費
が
か
か
っ
て
い

る
の
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、「
現
在
の
想
定

で
は
、
約
9
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
お
も
な
議
案

事
件
番
号

件
　
　
名

審
査
結
果

議
第
137
号
令
和
7
年
度
多
治
見

市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
3
号
）（
所

管
部
分
）

原
案
可
決

●�

議
第
1
3
7
号　
令
和
7
年
度
多
治
見
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）（
所
管
部
分
）

　
駅
北
庁
舎
の
改
修
設
計
業
務
を
3
か
年
と
し

た
こ
と
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
当
初
、
令

和
8
年
に
着
手
し
、
令
和
9
年
度
か
ら
本
格
的

に
改
修
工
事
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
た
が
、
開

庁
時
間
中
の
工
事
が
必
要
で
、
長
期
に
わ
た
り

業
務
上
支
障
が
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
先
延
ば
し

に
す
る
こ
と
で
影
響
を
最
小
限
に
で
き
る
の
が

1
番
の
大
き
な
理
由
で
あ
る
」
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　
次
に
、
継
続
費
の
補
正
に
し
た
理
由
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
、「
継
続
費
を
設
定
し
、
各
年

度
の
議
決
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
見
込
み
が
変

わ
れ
ば
、
補
正
予
算
と
し
て
、
各
年
度
毎
の
年

割
額
を
改
め
る
手
続
を
と
る
も
の
で
あ
る
。」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
お
も
な
議
案

事
件
番
号

件
　
　
名

審
査
結
果

議
第
137
号
令
和
7
年
度
多
治
見

市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
3
号
）（
所

管
部
分
）

原
案
可
決

第
１
分
科
会（
総
務
常
任
委
員
会
所
管
）

第
1
分
科
会
長　

加
藤
　
智
章

第
２
分
科
会（
経
済
建
設
常
任
委
員
会
所
管
）

第
2
分
科
会
長　

吉
田
　
企
貴

第
３
分
科
会（
厚
生
環
境
教
育
常
任
委
員
会
所
管
）

第
３
分
科
会
長　

成
田
　
康
弘

第
4
分
科
会（
本
庁
舎
建
設
に
関
す
る

特
別
委
員
会
所
管
　

）

第
4
分
科
会
長　

石
田
　
浩
司

予
算
常
任
委
員
会

委
員
長　

若
尾
　
敏
之
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市政一般質問

観
光
立
市
と
い
う
考
え
方

　

今
後
、
人
口
が
減
少
す
る
中
で
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
に
観
光
に
よ

る
市
外
か
ら
の
消
費
を
呼
び
込
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
観
光
と
い
う
概

念
を
軸
に
、
市
政
全
体
を
捉
え
直
す
必
要

が
あ
る
と
考
え
、
以
下
の
質
問
を
す
る
。

多
治
見
市
に
と
っ
て
観
光
と
は
何
で
あ

る
か
。

【
経
済
部
長
】
に
ぎ
わ
い
の
創
出
、
地

域
の
魅
力
や
資
源
を
最
大
限
に
生
か
し
、

地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
、
ま
た
、
市

民
が
住
ん
で
い
る
故
郷
を
誇
り
に
思
い

な
が
ら
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を

行
う
施
策
と
認
識
し
て
い
る
。

観
光
入
込
客
数
に
つ
い
て
ど
う
捉
え
て

い
る
か
。

【
経
済
部
長
】
地
域
や
観
光
地
を
訪
れ

る
観
光
客
の
数
を
指
す
も
の
で
、
観
光

産
業
の
現
状
や
傾
向
を
把
握
で
き
る
重

要
な
指
標
と
認
識
し
て
い
る
。
多
治
見

市
の
特
性
を
最
大
限
に
生
か
し
な
が
ら
、

持
続
可
能
な
観
光
施
策
を
展
開
で
き
る

よ
う
活
用
し
て
い
る 

。

E
B
P
M（
根
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案
）

に
基
づ
く
観
光
戦
略
に
つ
い
て
。

【
経
済
部
長
】
非
常
に
重
要
だ
と
認
識

を
し
て
い
る
が
、
デ
ー
タ
だ
け
で
は
と

ら
え
切
れ
な
い
文
化
的
価
値
や
地
域
住

民
の
意
見
が
あ
る
た
め
、
地
域
ご
と
の

ニ
ー
ズ
に
基
づ
き
、
持
続
可
能
で
成
果

を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
、
市
・
D
M
O
な

ど
が
連
携
し
て
デ
ー
タ
活
用
を
進
め
て

い
る
。

シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

【
企
画
部
長
】
第
8
次
総
合
計
画
で
、

多
治
見
ら
し
さ
と
し
て
、
生
活
利
便
性

と
自
然
環
境
が
調
和
す
る
ま
ち
、
美
濃

焼
の
伝
統
を
引
継
ぎ
、
発
展
し
続
け
る

ま
ち
な
ど
6
点
を
掲
げ
て
お
り
、
総
合

計
画
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
一
層
充
実

さ
せ
る
こ
と
で
、
移
住
定
住
の
増
加
、

人
や
モ
ノ
の
行
き
交
い
を
よ
り
活
発
化

さ
せ
て
い
く
。

メ
デ
ィ
ア
の
活
用
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

【
経
済
部
長
】
市
の
観
光
資
源
を
広
く

認
知
さ
せ
、
観
光
客
の
呼
び
込
み
に
つ

な
げ
る
強
力
な
戦
略
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
メ
デ
ィ
ア
の
多
様
性
に
合
わ

せ
て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ご
と
に
活
用
す
る

必
要
が
あ
り
、
市
の
観
光
資
源
を
情
報

と
し
て
効
果
的
に
伝
え
る
こ
と
が
、
観

光
振
興
の
後
押
し
に
つ
な
が
る
と
認
識

し
て
進
め
て
い
る
。

問答問答問答

問答問答

市政一般質問
　市政一般質問は、議案質疑のほかに市政全般にわ
たって市の行政事務の状況や将来に対する方針など
をただすもので、定例会に限って行われます。
　今回は15人の議員が登壇し、市の考えを尋ねま
した。
　6ページから13ページまで、登壇順におもな内容
を掲載しています。
※�各議員のタイトル下のQRコードを読み込むと、録画放送をご覧
いただけます。

吉田　企貴 議員
　観光立市という考え方�  6 P
城處　裕二 議員
　�避難行動要支援者の個別避難計画作成事業と地域力�
� 7 P
亀井　芳樹 議員
　�外国人をめぐる課題と共生�
～地域の安心を守るために～ � 7 P
林　　美行 議員
　�インフレの時代、多治見市における財政運営の方向
は� 8 P
嶋内　九一 議員
　合併20年今思う事は� 8 P

井上あけみ 議員
　�多治見市職員の勤務・配置・残業の現状と在り方に
ついて�  9 P
石田　浩司 議員
　�大分市で起きた大規模火災にみる多治見市の課題に
ついて�  9 P
葉狩　拓也 議員
　�多治見市制記念花火大会、初の秋開催を振り返って�
� 10P
加藤　智章 議員
　�中京学院大学の誘致を見据えての教育、防災、産学
連携を軸としたまちづくりについて� 10P
成田　康弘 議員
　�地域住民から寄せられる要望は「市民の生活の質を示す指標」
～安全対策の多くは「早期対応が命を救う」～� 11P
若尾　敏之 議員
　�中京学院大学と多治見市の今後のまちづくりについ
て� 11P
獅子野真人 議員
　こどもの教育環境� 12P
玉置　真一 議員
　�美濃焼リブランディング～歴史の認識について�
� 12P
寺島　芳枝 議員
　�更なる防災・減災対策を！� 13P
三輪　寿子 議員
　�子どもたちが安心して学べる教育支援を！ �   13P

吉
よし

田
だ

　企
もと

貴
たか

R5年度 観光地分類別
観光入込客数（延べ人数）

6たじみ議会だより　―市民の声を形に―



市政一般質問

外
国
人
を
め
ぐ
る

課
題
と
共
生

～
地
域
の
安
心
を
守
る
た
め
に
～

　
近
年
、
本
市
で
も
外
国
人
住
民
が
増
加

し
て
お
り
、
生
活
習
慣
や
言
語
の
違
い
か

ら
、
地
域
住
民
と
の
間
に
摩
擦
や
不
安
が

生
じ
て
い
る
。
こ
れ
を
「
異
文
化
衝
突
」

で
は
な
く
、
日
本
の
文
化
や
生
活
様
式
を

基
盤
と
し
た
「
和
文
化
共
生
」
と
い
う
視

点
で
、
問
題
顕
在
化
の
前
に
予
防
的
な
仕

組
み
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

外
国
人
に
対
す
る
よ
り
良
い
定
住
政
策
構

築
の
た
め
、
以
下
の
質
問
を
す
る
。

市
内
の
外
国
人
住
民
の
最
新
の
人
口
推

移
・
国
籍
構
成
は
ど
の
よ
う
か
。

【
環
境
文
化
部
長
】
令
和
7
年
11
月
1

日
現
在
、
市
内
在
住
外
国
人
は

3
0
2
9
人
、
前
年
度
同
時
期
比
で

2
6
9
人
増
加
。
国
籍
別
人
口
は
、
多

い
順
に
ベ
ト
ナ
ム
7
0
1
人
、
中
国

5
1
2
人
、
韓
国
3
6
4
人
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
2
9
4
人
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

2
4
8
人
で
あ
る
。

外
国
人
に
対
す
る
単
な
る
支
援
や
情
報

提
供
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
の
生
活
文

化
や
地
域
の
秩
序
を
理
解
し
て
も
ら
う

仕
組
み
に
つ
い
て
、
市
と
し
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

【
環
境
文
化
部
長
】
日
本
の
文
化
や
地

域
の
秩
序
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
参
加
し
て
体
験
す
る
取
り
組
み
を

多
治
見
国
際
交
流
協
会
と
連
携
し
て
実

施
し
て
い
る
。

外
国
人
住
民
の
増
加
に
伴
い
、
日
本
人

住
民
の
不
安
や
不
満
を
受
け
止
め
る
相

談
体
制
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
な
体
制
を
整
え
て
い
る
か
。

【
環
境
文
化
部
長
】
外
国
人
住
民
に
限

ら
ず
、
生
活
全
般
の
困
り
事
に
つ
い
て

は
、
く
ら
し
人
権
課
で
対
応
し
て
い
る
。

な
お
、
令
和
7
年
度
か
ら
外
国
人
に
対

す
る
相
談
窓
口
を
く
ら
し
人
権
課
に
設

置
し
て
い
る
。

外
国
人
住
民
へ
の
日
本
語
教
育
の
受
け

皿
は
あ
る
か
。
特
に
、
学
校
で
の
支
援

体
制
は
ど
の
よ
う
か
。
ま
た
、
外
国
人

保
護
者
へ
の
支
援
は
ど
の
よ
う
か
。

【
副
教
育
長
】
外
国
籍
等
の
児
童
生
徒

に
つ
い
て
は
、
毎
年
、
要
日
本
語
指
導

の
児
童
生
徒
に
実
施
す
る
日
本
語
能
力

測
定
を
基
に
、
個
別
指
導
計
画
を
作
成

し
、
こ
の
計
画
に
沿
っ
て
巡
回
支
援
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
長
期
休
暇
中
に
、

要
日
本
語
指
導
児
童
の
児
童
生
徒
を
対

象
に
学
習
会
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の

ほ
か
小
学
校
高
学
年
お
よ
び
中
学
生
と

そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
多
言
語
進

学
説
明
会
を
行
っ
て
い
る
。
保
護
者
に

つ
い
て
は
、
外
国
籍
等
児
童
生
徒
相
談

員
に
よ
る
相
談
や
、
学
校
と
の
連
絡
調

整
、
多
言
語
通
訳
人
に
よ
る
支
援
の
ほ

か
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

と
一
緒
に
説
明
を
し
、
支
援
を
し
て
い

る
。

問答問答問

答問答

避
難
行
動
要
支
援
者
の

個
別
避
難
計
画
作
成
事
業

と
地
域
力

　
近
年
頻
発
化
、
激
甚
化
す
る
自
然
災
害

か
ら
市
民
の
命
を
守
る
た
め
の
対
策
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
、
災
害
に
対
す
る
認
識

を
深
め
、
自
助
、
共
助
の
意
識
を
持
ち
、

備
え
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
共
助
力
を

高
め
、
災
害
に
強
い
地
域
を
つ
く
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
一
方
、
そ
の

重
要
性
と
逆
行
し
、
自
治
会
加
入
率
は

70
％
を
下
回
る
な
ど
、
地
域
の
結
び
つ
き

は
一
層
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
避
難
行

動
要
支
援
者
の
個
別
避
難
計
画
作
成
事
業

が
、
地
域
力
の
必
要
性
を
見
直
す
良
い

き
っ
か
け
に
な
る
と
考
え
、
以
下
の
質
問

を
す
る
。

避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別
避
難
計
画

の
作
成
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

【
企
画
部
長
】
50
あ
る
区
の
う
ち
、
個

別
避
難
計
画
作
成
事
業
の
対
象
者
が
い

な
い
5
つ
の
区
を
除
き
、
実
施
済
み
の

区
が
25
、
実
施
中
が
14
、
調
整
中
が
6

で
あ
る
。

作
成
の
手
引
に
、
当
計
画
の
作
成
は
、

避
難
行
動
要
支
援
者
の
受
援
機
会
を
広

げ
る
だ
け
で
な
く
、
作
成
過
程
か
ら
地

域
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を
創
出
し
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
進
展
さ
せ
る
一

助
に
な
る
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
作
成

事
業
の
実
施
に
よ
っ
て
、
ど
の
程
度
達

成
で
き
た
と
考
え
る
か
。

【
企
画
部
長
】
計
画
作
成
を
通
じ
て
、

手
助
け
が
必
要
な
方
、
支
援
者
、
関
係

者
そ
れ
ぞ
れ
が
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く

り
を
意
識
す
る
機
会
に
な
っ
た
と
考
え

る
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
講
習
会
を
地
域
に
出

向
い
て
行
っ
た
こ
と
を
評
価
し
て
い
る
。

正
し
い
情
報
を
伝
え
、
自
助
の
重
要
性

を
市
民
に
認
識
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

取
り
組
み
が
重
要
と
考
え
る
が
、
い
か

が
か
。

【
企
画
部
長
】
引
き
続
き
、
自
助
、
共

助
の
重
要
性
を
伝
え
、
防
災
意
識
を
醸

成
す
る
よ
う
、
支
援
し
て
い
く
。

自
分
の
危
険
を
認
知
し
て
い
な
い
状
況

で
、
他
人
の
個
別
避
難
計
画
を
立
て
ら

れ
る
の
か
疑
問
が
あ
る
。
市
民
が
、
自

分
の
身
は
自
分
で
守
る
こ
と
を
意
識
す

る
こ
と
を
先
行
す
べ
き
と
思
う
が
、
い

か
が
か
。

【
企
画
部
長
】
市
民
一
人
一
人
が
当
事

者
意
識
を
持
ち
、
自
発
的
な
防
災
行
動

を
実
施
す
る
こ
と
、
地
域
の
共
助
力
向

上
に
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
、
引

き
続
き
し
っ
か
り
伝
え
て
い
く
。

計
画
を
作
成
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、

今
後
そ
れ
を
使
っ
て
、
安
心
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
方
向
性
は
間
違
い

な
い
か
。

【
企
画
部
長
】
計
画
を
活
用
し
て
、
避

難
訓
練
を
行
う
こ
と
も
提
案
し
な
が
ら
、

計
画
が
活
き
た
も
の
に
な
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

問答問答

問答問答問答

亀
かめ

井
い

　芳
よし

樹
き

城
き

處
どころ

　裕
ゆう

二
じ
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市政一般質問

合
併
20
年
今
思
う
事
は

イ
ン
フ
レ
の
時
代
、

多
治
見
市
に
お
け
る

財
政
運
営
の
方
向
は

　

イ
ン
フ
レ
下
に
お
い
て
は
、
物
件
費
・

委
託
費
の
増
加
、
人
件
費
の
上
昇
圧
力
、

社
会
保
障
関
係
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

歳
出
へ
の
増
加
圧
力
が
増
大
す
る
。
歳
入

も
市
民
税
や
固
定
資
産
税
は
遅
れ
て
収
納

す
る
も
の
で
あ
り
、
一
時
的
な
収
入
の
依

存
財
源
も
恒
久
的
財
源
に
な
ら
な
い
た
め
、

財
政
運
営
は
、
計
画
的
か
つ
臨
機
応
変
の

対
応
が
求
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

　
イ
ン
フ
レ
の
時
代
に
お
け
る
本
市
の
財

政
運
営
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
以
下
の
質

問
を
す
る
。

中
長
期
的
な
視
点
で
の
財
政
計
画
は
、

ど
の
程
度
の
期
間
を
想
定
す
べ
き
か
。

【
企
画
部
長
】
総
合
計
画
に
よ
り
実
施

す
る
主
要
事
業
を
定
め
て
い
る
。
健
全

な
財
政
に
関
す
る
条
例
に
お
い
て
、
総

合
計
画
と
の
調
整
の
も
と
策
定
す
る
中

期
財
政
計
画
に
つ
い
て
は
、
4
年
で
作

成
し
て
い
く
。

予
期
せ
ぬ
物
価
変
動
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、
年
度
間
の
財
政
の
不
均
衡
を
調

整
す
る
財
政
調
整
基
金
が
大
切
と
考
え

る
が
、
ど
の
よ
う
な
見
通
し
か
。

【
企
画
部
長
】
財
政
調
整
基
金
残
高
の

目
標
に
つ
い
て
は
、
4
年
ご
と
の
財
政

向
上
指
針
の
見
直
し
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

作
成
す
る
こ
と
と
し
運
用
し
て
い
る
。

物
価
上
昇
は
、
特
に
賃
金
上
昇
圧
力
に

つ
な
が
る
。
人
件
費
に
対
す
る
考
え
方

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ど

の
よ
う
な
対
応
か
。
ま
た
、
賃
金
上
昇

圧
力
は
、
指
定
管
理
費
の
増
加
に
も
つ

な
が
る
中
で
、
市
民
参
加
な
ど
に
よ
る

費
用
縮
減
も
必
要
で
は
な
い
か
。

【
企
画
部
長
】
従
来
ど
お
り
人
件
費
が

大
き
く
占
め
る
経
常
収
支
比
率
に
留
意

し
な
が
ら
の
財
政
運
営
と
な
る
。
指
定

管
理
制
度
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
導
入

し
、
長
く
運
用
し
て
き
て
お
り
、
物
件

費
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
評
価
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
。
市
民
参
加
は
こ
れ

ま
で
も
推
進
し
て
き
て
お
り
、
自
治
会

な
ど
の
地
縁
団
体
の
協
力
も
得
な
が
ら
、

市
政
運
営
を
し
て
い
る
。

財
政
運
営
は
、
計
画
的
か
つ
臨
機
応
変

の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
健
全
な

財
政
に
関
す
る
条
例
を
一
時
棚
上
げ
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

【
企
画
部
長
】
健
全
な
財
政
に
関
す
る

条
例
を
指
針
と
し
て
財
政
運
営
を
行
っ

て
お
り
、
こ
の
考
え
に
変
わ
り
は
な
い
。

地
域
で
の
消
費
を
縮
小
さ
せ
な
い
よ
う
、

生
活
者
と
中
小
事
業
者
を
し
っ
か
り
と

支
え
る
た
め
に
も
、
主
要
事
業
や
効
果

の
薄
い
事
業
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
る

と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
総
合
計
画
の
総

点
検
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

【
企
画
部
長
】
4
年
ご
と
の
総
合
計
画

策
定
作
業
が
、
総
合
計
画
の
総
点
検
を

兼
ね
て
い
る
。

問答問答問

答問答問答

　
合
併
か
ら
20
年
を
迎
え
、
こ
の
間
、
笠

原
地
域
で
は
、
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
オ
ー
プ
ン
や
、
美
濃
焼
タ
イ
ル

振
興
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
が
さ
れ
て
き

た
。
笠
原
小
中
学
校
の
オ
ー
プ
ン
や
、
笠

原
中
学
校
跡
地
へ
の
中
京
学
院
大
学
の
移

転
な
ど
、
こ
れ
か
ら
も
大
き
く
環
境
が
変

わ
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
う

し
た
環
境
の
変
化
を
見
据
え
る
中
で
、
こ

れ
か
ら
の
笠
原
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
質
問
す
る
。

笠
原
小
中
学
校
は
、
多
治
見
市
で
は
初

め
て
の
9
年
制
の
小
中
学
校
と
な
る
が
、

笠
原
地
域
と
い
う
特
性
を
ど
う
生
か
そ

う
と
し
て
い
る
の
か
。
地
域
の
魅
力
あ

る
学
校
に
す
る
た
め
に
ど
う
い
っ
た
教

育
環
境
に
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の

か
。

【
副
教
育
長
】
令
和
8
年
度
か
ら
笠
原

地
区
で
実
施
予
定
の
こ
ど
も
園
、
小
中

学
校
な
ど
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
実
施

後
の
効
果
を
検
証
し
、
今
後
の
政
策
形

成
に
反
映
し
て
い
き
た
い
。
笠
原
地
区

に
お
け
る
英
語
教
育
な
ど
の
特
色
あ
る

取
り
組
み
を
継
続
し
、
幼
保
小
中
一
貫

教
育
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

笠
原
小
中
学
校
の
特
色
を
ど
う
発
揮
す

る
か
に
つ
い
て
は
、
小
中
学
校
間
の
異

学
年
の
交
流
や
、
教
科
担
任
制
、
教
職

員
間
の
連
携
や
協
働
に
よ
る
効
果
を
検

証
し
、
他
地
区
で
の
異
学
年
交
流
の
在

り
方
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
の
参
考
と

し
て
い
き
た
い
。

中
京
学
院
大
学
の
移
転
は
、
市
全
体
に

と
っ
て
大
き
な
期
待
が
あ
る
が
、
地
元

で
あ
る
笠
原
地
域
に
は
ど
の
よ
う
な
移

転
効
果
が
期
待
で
き
る
の
か
。
課
題
は

な
い
の
か
。

【
企
画
部
長
】
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
、

地
域
経
済
の
活
性
化
、
人
材
の
育
成
や

定
着
に
資
す
る
有
益
な
事
業
と
考
え
て

い
る
。
経
済
波
及
効
果
は
、
1
年
目
で

47
億
円
、
2
年
目
以
降
毎
年
18
億
円
と

試
算
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
期
待
や
資

産
が
現
実
と
な
り
体
感
で
き
る
よ
う
、

市
が
主
導
し
、
大
学
、
市
民
、
企
業
な

ど
が
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
地
元

で
あ
る
笠
原
地
域
の
皆
様
に
も
、
大
学

へ
の
様
々
な
支
援
や
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。

問答

問答

嶋
ちま

内
うち

　九
く

一
いち

 林
はやし

　　美
よし

行
ゆき

モザイクタイルミュージアム
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市政一般質問

大
分
市
で
起
き
た
大
規
模

火
災
に
み
る
多
治
見
市
の

課
題
に
つ
い
て

多
治
見
市
職
員
の
勤
務
・

配
置
・
残
業
の
現
状
と

在
り
方
に
つ
い
て

　
大
分
県
大
分
市
佐
賀
関
地
区
で
発
生
し

た
大
規
模
災
害
を
受
け
、
本
市
の
防
災
体

制
、
と
り
わ
け
住
宅
密
集
地
に
お
け
る
火

災
予
防
お
よ
び
初
期
消
火
体
制
、
さ
ら
に

総
合
的
な
防
災
計
画
に
つ
い
て
、
以
下
の

質
問
を
す
る
。

国
は
、「
密
集
市
街
地
の
防
災
ま
ち
づ

く
り
」
を
重
要
な
都
市
政
策
と
位
置
づ

け
、
リ
ス
ク
評
価
に
基
づ
い
た
改
善
計

画
の
策
定
を
求
め
て
い
る
。
本
市
も
中

長
期
を
見
据
え
た
、
改
善
計
画
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
現
状
は
ど
の
よ

う
か
。

【
消
防
長
】
市
内
全
て
の
住
宅
密
集
地

に
つ
い
て
、
消
防
車
両
が
進
入
で
き
る

か
把
握
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
管
轄

消
防
署
に
お
い
て
、
住
宅
密
集
地
な
ど

の
消
化
活
動
計
画
（
警
防
計
画
）
を
策

定
し
、
随
時
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

初
期
消
火
体
制
の
強
化
や
高
齢
者
世
帯

へ
の
火
災
予
防
啓
発
活
動
は
ど
の
よ
う

か
。

【
消
防
長
】
住
宅
密
集
地
に
限
ら
ず
、

自
治
会
か
ら
依
頼
が
あ
れ
ば
初
期
消
火

訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
令
和
3
年
度
か
ら
市
設
置
の

街
頭
消
火
器
の
点
検
を
自
治
会
に
依
頼

し
、
設
置
場
所
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

に
よ
り
、
初
期
消
火
体
制
を
強
化
し
て

い
る
。

　
高
齢
者
世
帯
へ
の
火
災
予
防
啓
発
活

動
に
つ
い
て
は
、
平
成
15
年
か
ら
民
生

児
童
委
員
と
消
防
職
員
が
一
緒
に
高
齢

者
世
帯
を
個
別
に
訪
問
し
、
家
庭
内
に

お
け
る
防
火
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

大
分
市
で
発
生
し
た
火
災
の
教
訓
を
ど

の
よ
う
に
地
域
防
災
計
画
に
反
映
さ
せ

る
の
か
。

【
消
防
長
】
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
国
が
検
討
会
を
開
催
し
、
発
出

さ
れ
た
通
知
に
基
づ
き
対
策
を
進
め
て

い
る
。
今
回
の
大
規
模
火
災
に
お
い
て

も
、
国
の
検
討
会
に
よ
り
新
た
に
対
策

が
示
さ
れ
れ
ば
、
通
知
に
基
づ
き
的
確

に
対
策
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
火
災

予
防
と
初
期
消
火
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

市
民
に
浸
透
す
る
よ
う
引
き
続
き
啓
発

を
行
っ
て
い
く
。

大
規
模
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
本
市

だ
け
で
な
く
、
被
害
が
広
域
に
広
が
る

と
予
想
さ
れ
る
が
、
市
と
し
て
の
体
制

は
ど
の
よ
う
か
。

【
消
防
長
】
本
市
で
対
応
で
き
な
い
よ

う
な
大
規
模
火
災
の
場
合
は
、
近
隣
の

消
防
本
部
と
の
消
防
相
互
応
援
協
定
や

岐
阜
県
広
域
消
防
相
互
応
援
協
定
な
ど

に
よ
り
応
援
を
受
け
て
対
応
す
る
体
制

に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

◆�

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ

い
て

問答問答

問答問答

　
社
会
的
な
課
題
で
あ
る「
働
き
方
改
革
」

「
職
場
の
I
T
化
」「
人
手
不
足
」
は
、
関

連
し
な
が
ら
、
多
治
見
市
役
所
に
も
影
響

を
及
ぼ
し
て
お
り
、
具
体
的
な
対
応
が
迫

ら
れ
て
い
る
。
課
題
の
一
つ
一
つ
に
迅
速

に
、
か
つ
、
丁
寧
に
対
応
す
べ
き
と
考
え
、

以
下
の
質
問
を
行
う
。

市
役
所
開
庁
の
準
備
と
閉
庁
時
の
片
づ

け
に
費
や
す
時
間
は
、
残
業
時
間
と
い

う
扱
い
か
。

【
総
務
部
長
】
そ
れ
ら
の
業
務
は
勤
務

時
間
内
で
行
う
業
務
と
整
理
し
て
い
る
。

な
お
、
日
中
は
窓
口
業
務
に
追
わ
れ
る

た
め
、
後
処
理
を
時
間
外
勤
務
で
対
応

せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
る
。

開
庁
時
間
を
短
く
す
る
こ
と
で
、
窓
口

業
務
の
負
担
を
軽
減
で
き
る
と
い
う
こ

と
か
。

【
総
務
部
長
】
そ
う
し
た
効
果
は
あ
る

と
考
え
る
。

住
民
票
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
や
電
子
申
請

の
利
用
拡
大
な
ど
を
背
景
に
、
令
和
7

年
度
か
ら
開
庁
時
間
の
変
更
を
実
施
す

る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。
本
市
で
も

検
討
調
査
会
が
設
置
さ
れ
る
と
聞
い
た

が
、
現
在
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

【
企
画
部
長
】
開
庁
時
間
見
直
し
に
関

す
る
庁
内
検
討
組
織
の
立
ち
上
げ
に
着

手
し
た
。
朝
夕
の
来
庁
者
数
、
コ
ン
ビ

ニ
交
付
利
用
件
数
な
ど
を
検
証
し
、
見

直
し
の
必
要
性
や
課
題
の
整
理
を
行
っ

た
上
で
、
今
年
度
中
に
方
向
性
を
ま
と

め
る
予
定
で
あ
る
。

日
頃
か
ら
残
業
が
多
い
課
に
つ
い
て
、

職
員
の
配
置
替
え
な
ど
で
善
処
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

【
総
務
部
長
】
毎
年
度
、
全
部
署
の
予

定
業
務
へ
の
職
員
配
置
の
要
望
を
ヒ
ア

リ
ン
グ
し
た
上
で
、
次
年
度
の
人
員
配

置
を
決
定
し
て
い
る
。

事
務
の
I
T
化
が
進
む
こ
と
で
、
職
員

の
負
担
が
減
れ
ば
、
残
業
時
間
が
削
減

さ
れ
、
新
卒
者
の
人
材
確
保
に
も
有
利

に
働
く
と
思
う
が
、
ど
こ
ま
で
の
I
T

化
を
目
指
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

【
企
画
部
長
】
昨
年
度
、
新
庁
舎
建
設

を
見
据
え
、
多
治
見
市
庁
舎
D
X
推
進

基
本
方
針
を
策
定
し
た
。

　
今
年
度
は
、
市
民
向
け
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
の
拡
充
、
庁
内
会
議
に
お
け
る
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
お
よ
び
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

会
議
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
都
市
計
画
部

な
ど
に
お
け
る
図
面
の
デ
ー
タ
化
な
ど

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
。

今
後
は
、
保
育
園
・
幼
稚
園
に
お
い
て

業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
な
ど
、

全
庁
的
な
D
X
を
強
力
に
推
進
し
て
い

く
。そ

の
他
の
質
問
項
目

◆�

財
政
健
全
化
に
関
わ
る
判
断
指
標

の
基
準
の
見
直
し
に
つ
い
て

問答問答問答

問答問答

石
いし

田
だ

　浩
こう

司
じ

井
いの

上
うえ

あけみ
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市政一般質問

多
治
見
市
制
記
念
花
火
大

会
、
初
の
秋
開
催
を
振
り

返
っ
て

中
京
学
院
大
学
の
誘
致
を

見
据
え
て
の
教
育
、防
災
、

産
学
連
携
を
軸
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
令
和
9
年
4
月
の
中
京
学
院
大
学
キ
ャ

ン
パ
ス
の
移
転
、
令
和
8
年
4
月
の
笠
原

こ
ど
も
園
の
開
園
お
よ
び
笠
原
小
中
学
校

の
開
校
な
ど
、
笠
原
地
区
を
中
心
に
、
本

市
の
教
育
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
未
来

を
担
う
人
材
育
成
の
進
め
方
を
質
問
す
る
。

中
京
学
院
大
学
の
移
転
に
よ
り
笠
原
地

区
を
は
じ
め
、
市
内
全
域
に
お
い
て
教

育
文
化
、
地
域
産
業
な
ど
、
多
面
的
な

波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
大
学
移
転

が
本
市
に
も
た
ら
す
好
影
響
に
つ
い
て
、

現
時
点
で
の
認
識
を
伺
う
。

【
企
画
部
長
】
最
大
で
昼
間
人
口
が

1
0
0
0
人
増
、
市
内
居
住
者
が

6
0
0
人
増
と
な
る
見
込
み
。
経
済
波

及
効
果
は
、
初
年
度
47
億
円
、
2
年
目

以
降
毎
年
18
億
円
と
試
算
し
て
い
る
。

学
生
の
地
域
参
加
に
つ
い
て
現
在
協
議

中
だ
が
、
既
に
始
ま
っ
て
い
る
も
の
も

あ
り
、
多
治
見
健
康
マ
ラ
ソ
ン
へ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
運
営

補
助
協
力
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
事
業
へ
の
参
加
の
ほ
か
3
月
開

催
の
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
へ
の
看
護
学
部

や
保
育
学
科
の
ブ
ー
ス
出
展
が
決
ま
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
連
携
事
業
を
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
に
よ
る
発
信
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の
情
報

提
供
強
化
に
よ
り
、
大
学
が
移
転
す
る

メ
リ
ッ
ト
を
発
信
・
周
知
し
て
い
く
。

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
発
生
が
懸
念

さ
れ
る
中
、
大
規
模
災
害
に
備
え
た
平

常
時
の
避
難
訓
練
実
施
に
お
い
て
、
中

京
学
院
大
学
お
よ
び
市
内
小
中
学
校
と

地
域
住
民
が
、
と
も
に
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
が
、
本
市
の
見
解
は
。

【
企
画
部
長
】
現
在
笠
原
中
学
校
が
指

定
避
難
所
だ
が
、
引
き
続
き
避
難
所
指

定
す
る
こ
と
や
訓
練
で
の
体
育
館
利
用

に
つ
い
て
大
学
の
同
意
を
得
て
い
る
。

移
転
開
学
後
の
防
災
訓
練
へ
の
学
生
参

加
に
つ
い
て
、
毎
月
行
っ
て
い
る
事
務

レ
ベ
ル
協
議
の
テ
ー
マ
の
一
つ
に
し
て
、

訓
練
主
催
者
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

地
場
産
業
と
中
京
学
院
大
学
に
よ
る
産

学
連
携
を
通
じ
た
地
域
経
済
の
振
興
策

に
対
す
る
本
市
の
見
解
は
。

【
企
画
部
長
】
多
治
見
商
工
会
議
所
と

大
学
と
の
三
者
協
議
に
お
い
て
、
経
営

学
部
の
事
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
と
し

て
、
企
業
経
営
者
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
実
施
に
向
け
た
協
議
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
市
内
企
業
へ
の
就
職
促
進
と
し

て
、「
多
治
見
で
働
こ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
参
加
す
る
企
業
に
よ
る
学
内
企
業
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
を
計
画
し
て
い
る
ほ
か
、

「
き
業
展
」
や
企
業
お
見
合
い
な
ど
へ

の
参
加
も

予
定
し
て

い
る
。

問答問

答問答

　
多
治
見
市
制
記
念
花
火
大
会
は
、
こ
れ

ま
で
市
制
施
行
日
に
近
い
夏
の
日
曜
日
に

開
催
さ
れ
て
き
た
が
、
今
年
度
は
初
め
て

の
秋
開
催
と
な
っ
た
。
多
く
の
来
場
者
か

ら
は
好
評
を
得
た
一
方
で
、
寒
さ
へ
の
懸

念
や
夏
祭
り
と
の
連
続
性
が
失
わ
れ
る
な

ど
の
新
た
な
課
題
も
生
ま
れ
た
と
感
じ
る
。

　
今
回
の
秋
開
催
を
振
り
返
り
、
経
緯
や

評
価
を
検
証
し
、
来
年
度
以
降
の
位
置
づ

け
に
つ
い
て
、
以
下
質
問
す
る
。

花
火
大
会
を
秋
開
催
と
し
た
経
緯
や
判

断
理
由
は
、
ど
の
よ
う
か
。

【
経
済
部
長
】
大
阪
・
関
西
万
博
の
開

催
に
伴
う
例
年
に
は
な
い
警
備
員
の
不

足
や
警
備
費
の
高
騰
が
見
込
ま
れ
た
た

め
で
、
実
行
委
員
会
が
判
断
し
た
も
の

で
あ
る
。

花
火
大
会
の
秋
開
催
は
、
市
民
や
来
場

者
か
ら
は
概
ね
好
評
で
あ
っ
た
が
、
市

の
評
価
は
ど
の
よ
う
か
。

【
経
済
部
長
】
花
火
大
会
全
体
会
議
に

お
い
て
、
地
元
住
民
や
関
係
団
体
の
意

見
、
一
般
の
方
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が

示
さ
れ
た
。
秋
開
催
に
つ
い
て
は
、
涼

し
く
熱
中
症
の
心
配
が
な
い
な
ど
、
概

ね
良
好
と
の
評
価
が
多
数
を
占
め
た
が
、

「
寒
い
」、「
夏
の
時
期
が
良
い
」、「
9

月
末
か
ら
10
月
開
催
も
検
討
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
の
意
見
も
あ
っ
た
。
全
体
の

評
価
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
を

踏
ま
え
、
実
行
委
員
会
で
今
後
検
討
す

る
こ
と
と
な
る
。

花
火
大
会
を
秋
開
催
と
し
た
こ
と
に
よ

り
実
行
委
員
会
や
市
職
員
の
負
担
は
ど

の
よ
う
に
変
化
し
た
か
。

【
経
済
部
長
】
花
火
大
会
全
体
会
議
に

お
い
て
、
暑
さ
に
よ
る
熱
中
症
の
リ
ス

ク
が
無
く
、
打
ち
上
げ
時
間
も
早
か
っ

た
こ
と
で
撤
収
が
ス
ム
ー
ズ
で
身
体
的

な
負
担
が
少
な
か
っ
た
と
報
告
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
市
職
員
の
従
事
者
数
や
従

事
時
間
に
大
き
な
変
化
は
な
い
が
、
ゲ

リ
ラ
豪
雨
や
熱
中
症
へ
の
対
策
が
不
要

で
あ
っ
た
の
は
、
大
き
な
変
化
の
一
つ
。

花
火
大
会
の
秋
開
催
は
、「
み
ん
な
で

て
り
ゃ
あ
夏
ま
つ
り
」
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
た
と
認
識
し
て
い
る
か
。

【
環
境
文
化
部
長
】
た
じ
み
夏
ま
つ
り

実
行
委
員
会
に
お
い
て
、
運
営
面
の
課

題
に
関
す
る
ご
意
見
は
な
く
、
集
客
も
、

心
配
し
て
い
た
程
の
減
少
は
な
か
っ
た

と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
夏
祭
り
は
、
経

済
効
果
を
評
価
す
る
も
の
で
は
な
く
、

把
握
し
て
い
な
い
。

来
年
度
の
開
催
時
期
に
つ
い
て
、
市
は

実
行
委
員
会
と
ど
の
よ
う
な
協
議
を

行
っ
て
い
く
の
か
。

【
経
済
部
長
】
年
明
け
を
目
途
に
有
志

の
市
民
を
中
心
に
、
令
和
8
年
度
多
治

見
市
制
記
念
花
火
大
会
実
行
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
今
年
度
中
に
開
催
時
期
を

決
定
す
る
見
込
み
。

問答問答

問答問答問答

加
か

藤
とう

　智
とも

章
あき

葉
は

狩
がり

　拓
たく

也
や

10たじみ議会だより　―市民の声を形に―
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中
京
学
院
大
学
と
多
治
見

市
の
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

地
域
住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
要
望
は

「
市
民
の
生
活
の
質
を
示
す
指
標
」

～
安
全
対
策
の
多
く
は

　
「
早
期
対
応
が
命
を
救
う
」
～

　
中
京
学
院
大
学
の
移
転
に
伴
い
、
学
生

を
確
保
す
る
こ
と
が
同
大
学
の
今
後
の
発

展
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
本
市
の
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
の
機
動
力
に
つ
な
が
る
と

の
思
い
か
ら
以
下
の
質
問
を
す
る
。

中
京
学
院
大
学
に
は
、
全
国
で
活
躍
さ

れ
る
ク
ラ
ブ
が
あ
る
こ
と
に
伴
い
、
本

市
の
知
名
度
も
さ
ら
に
上
が
る
と
期
待

さ
れ
る
。
市
長
の
ご
所
見
を
伺
う
。

【
市
長
】
先
般
、
同
大
学
の
軟
式
野
球

部
か
ら
日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
た
学
生

の
表
敬
訪
問
を
受
け
た
。
今
後
、
笠
原

地
域
を
は
じ
め
と
し
た
市
民
の
皆
さ
ん

を
巻
き
込
み
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な

方
々
を
本
市
か
ら
輩
出
で
き
る
環
境
を

一
緒
に
つ
く
り
あ
げ
て
い
き
た
い
。

中
京
学
院
大
学
の
全
学
生
数
、学
部
別・

学
年
別
の
学
生
数
、
お
よ
び
本
市
在
住

の
学
生
数
は
ど
の
よ
う
か
。

【
企
画
部
長
】
同
大
学
の
全
学
生
数
は
、

5
5
5
人
。
学
部
ご
と
の
内
訳
は
、
1

学
年
か
ら
順
に
経
営
学
部
は
68
人
、
65

人
、
66
人
、
81
人
の
計
2
8
0
人
、
看

護
学
部
は
33
人
、
46
人
、
56
人
、
58
人

の
計
1
9
3
人
。
短
期
大
学
部
保
育
課

は
44
人
、
38
人
の
計
82
人
。
本
市
在
住

の
学
生
数
は
34
人
で
あ
る
。

本
市
の
学
生
が
希
望
す
る
大
学
と
は
、

ど
の
よ
う
な
大
学
と
捉
え
て
い
る
の
か
。

【
企
画
部
長
】
一
般
的
に
は
、
学
び
た

い
こ
と
や
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
や
り
た
い

こ
と
が
で
き
る
大
学
が
理
想
と
考
え
る
。

本
市
の
子
ど
も
が
地
元
に
残
り
続
け
て

く
れ
る
こ
と
を
切
に
願
い
、
そ
の
上
で

同
大
学
に
果
た
し
て
も
ら
い
た
い
役
割

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

【
企
画
部
長
】
地
元
で
学
び
た
い
高
校

生
の
受
け
皿
と
な
る
大
学
で
あ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。
ま
た
、
人
材
確
保

が
難
し
い
看
護
師
、
保
育
士
な
ど
の

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
は
じ
め

と
し
て
、
将
来
の
東
濃
地
域
を
支
え
る

人
材
を
輩
出
す
る
こ
と
も
期
待
し
て
い

る
。

同
大
学
へ
本
市
在
住
の
学
生
が
入
学
し

た
場
合
、
地
元
の
学
生
と
し
て
、
例
え

ば
、
奨
学
金
制
度
な
ど
支
援
で
き
る
施

策
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
か
。

【
企
画
部
長
】
同
大
学
に
限
定
し
た
奨

学
金
ま
た
は
補
助
金
の
制
度
化
に
つ
い

て
は
、
検
討
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、

教
育
委
員
会
が
所
管
す
る
大
学
奨
学
資

金
給
付
制
度
が
あ
る
の
で
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
看
護
学
部
に
限

定
さ
れ
る
が
、
東
濃
西
部
広
域
行
政
組

合
が
、三
市
在
住
者
を
対
象
と
し
た「
看

護
師
資
格
取
得
支
援
制
度
」
を
来
年
度

か
ら
開
始
す
る
予
定
で
あ
り
、
同
学
部

入
学
検
討
者
に
向
け
積
極
的
に
P
R
し

て
い
く
。

問答問答問答

問答問答

　
地
域
要
望
は
、
市
民
の
生
活
の
質
を
示

す
重
要
な
指
標
で
あ
り
、
地
域
社
会
の
安

全
を
測
る
最
前
線
の
セ
ン
サ
ー
で
あ
る
と

考
え
る
。
特
に
道
路
の
危
険
箇
所
な
ど
に

関
わ
る
要
望
は
市
民
の
命
を
守
る
た
め
の

最
前
線
の
情
報
で
あ
り
、
現
場
で
生
じ
て

い
る
危
険
を
行
政
に
知
ら
せ
る
極
め
て
重

要
な
生
命
線
で
あ
る
。
安
全
対
策
の
タ
イ

ミ
ン
グ
を
逃
し
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

事
態
を
招
か
な
い
た
め
に
も
、
地
域
で
起

き
て
い
る
危
険
の
予
兆
を
正
確
か
つ
迅
速

に
受
け
取
り
、
専
門
部
署
が
調
査
・
判
断

し
解
決
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
課
題
を
踏

ま
え
、
地
域
要
望
に
つ
い
て
以
下
の
質
問

を
す
る
。

小
泉
小
学
校
正
門
前
の
道
路
は
、
登
校

時
間
帯
、
特
に
雨
天
時
に
は
送
迎
車
が

多
く
、
通
行
が
滞
っ
て
お
り
、
一
般
車

両
も
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
。
承
知
し
て

い
る
か
。

【
副
教
育
長
】小
学
校
に
は
苦
情
が
入
っ

て
お
り
、
学
校
は
認
識
し
て
い
る
。
学

校
施
設
の
改
修
は
困
難
で
あ
り
、
保
護

者
へ
の
送
迎
自
粛
の
呼
び
か
け
を
行
っ

て
い
る
。

J
R
小
泉
駅
前
の
道
路
に
つ
い
て
、
通

勤
通
学
の
時
間
帯
に
送
迎
車
両
が
多
く
、

通
行
が
滞
っ
て
お
り
、
地
域
住
民
や
ド

ラ
イ
バ
ー
か
ら
苦
情
が
出
て
い
る
。
承

知
し
て
い
る
か
。

【
建
設
水
道
部
長
】
地
元
か
ら
送
迎
時

の
混
雑
解
消
に
向
け
た
安
全
対
策
実
施

の
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、
承
知

し
て
い
る
。
現
地
を
確
認
し
、
道
路
改

修
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

J
R
小
泉
駅
は
1
日
平
均
2
5
0
0
人

ほ
ど
が
利
用
し
て
お
り
、
駅
前
の
狭
い

ス
ペ
ー
ス
に
多
く
の
送
迎
車
両
が
出
入

り
し
た
り
、
路
上
駐
車
を
し
た
り
す
る

こ
と
で
、
危
険
な
状
態
で
あ
る
。
改
修

工
事
の
内
容
は
ど
の
よ
う
か
。

【
建
設
水
道
部
長
】
J
R
小
泉
駅
前
の

市
道
北
側
の
駐
輪
場
前
に
、
車
両
待
機

ス
ペ
ー
ス
を
3
台
分
増
設
す
る
予
定
で

あ
る
。

県
道
多
治
見
犬
山
線
（
通
称
ダ
ン
プ
道

路
）
は
、
通
学
路
と
し
て
児
童
生
徒
が

日
々
歩
行
横
断
し
て
い
る
。
先
日
も
ダ

ン
プ
カ
ー
と
自
転
車
の
接
触
事
故
が
あ

り
、
非
常
に
危
険
な
状
態
で
あ
る
。
承

知
し
て
い
る
か
。

【
建
設
水
道
部
長
】
こ
の
道
路
は
、
2

車
線
道
路
で
あ
る
も
の
の
幅
員
が
狭
く
、

大
型
車
両
通
行
の
際
は
危
険
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

こ
の
道
路
に
つ
い
て
、
自
転
車
の
歩
道

通
行
を
可
能
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

【
建
設
水
道
部
長
】「
歩
道
通
行
可
」
の

標
識
・
表
示
が
あ
る
場
合
や
、
車
道
通

行
が
危
険
な
場
合
な
ど
は
、
歩
道
を
通

行
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
も
あ
る
た

め
、
多
治
見
土
木
事
務
所
お
よ
び
岐
阜

県
公
安
委
員
会
に
要
望
を
伝
え
る
。

問答問答

問答問答問答

若
わか

尾
お

　敏
とし

之
ゆき

成
なり

田
た

　康
やす

弘
ひろ
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美
濃
焼
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

～
歴
史
の
認
識
に
つ
い
て

こ
ど
も
の
教
育
環
境

　
本
年
7
月
に
教
育
委
員
会
が
発
行
し
た

「
令
和
6
年
度
多
治
見
市
教
育
委
員
会
の

事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
状
況
の
点
検
及

び
評
価
に
関
す
る
報
告
書
」
を
ベ
ー
ス
に
、

子
ど
も
の
教
育
環
境
に
つ
い
て
、
以
下
の

質
問
を
す
る
。

不
登
校
者
数
の
推
移
は
ど
の
よ
う
か
。

ま
た
、
不
登
校
の
理
由
は
。

【
副
教
育
長
】
令
和
4
年
度
末
で
は

3
2
4
人
で
あ
っ
た
が
、
令
和
7
年
度

10
月
末
時
点
で
2
2
6
人
で
あ
る
。
中

学
校
は
減
少
傾
向
だ
が
、
小
学
校
で
は

増
加
傾
向
に
あ
る
。
不
登
校
の
理
由
は
、

小
学
校
、
中
学
校
と
も
に
、
無
気
力
や

不
安
が
最
も
多
い
が
、
複
合
的
な
理
由

も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
一
概
に
は
言
え

な
い
。

不
登
校
に
対
応
す
る
た
め
に
ト
ラ
イ
サ

ポ
ー
タ
ー
に
期
待
す
る
役
割
は
何
か
。

【
副
教
育
長
】
教
員
免
許
を
有
し
た
者

が
、
そ
の
経
験
を
生
か
し
、
校
内
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
、
学
習
支
援
、

進
路
相
談
や
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

に
お
い
て
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。

小
学
校
や
中
学
校
へ
進
学
す
る
際
に
あ

る
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
決
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
は
あ
る
か
。

【
副
教
育
長
】
幼
稚
園
・
保
育
園
と
小

学
校
間
、
小
学
校
と
中
学
校
間
の
引
継

ぎ
な
ど
の
連
携
を
丁
寧
に
行
う
と
と
も

に
、
子
ど
も
と
教
員
が
交
流
し
、
状
況

を
理
解
し
な
が
ら
抵
抗
な
く
進
学
で
き

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
。

た
じ
っ
こ
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
対
す
る
評

価
は
ど
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。

ま
た
、
市
内
で
学
童
保
育
を
同
じ
ク
オ

リ
テ
ィ
ー
に
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
か
。

【
副
教
育
長
】
毎
月
、
た
じ
っ
こ
ク
ラ

ブ
を
運
営
す
る
全
4
法
人
と
市
で
運
営

法
人
連
絡
調
整
会
を
開
催
し
、
適
正
な

運
営
の
確
認
と
意
見
交
換
を
行
っ
て
い

る
。
学
童
保
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
し
、
た
じ
っ
こ
ク
ラ
ブ
運
営
法
人
、

児
童
、
保
護
者
、
学
校
、
教
育
委
員
会

の
5
者
を
密
接
に
つ
な
ぎ
、
迅
速
な
対

応
や
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

多
治
見
市
教
職
員
の
働
き
方
改
革
プ
ラ

ン
2
0
2
5
を
経
て
、
教
員
の
時
間
外

勤
務
の
削
減
が
評
価
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
だ
が
、
次
年
度
の
取
り
組
み
は
い

か
が
か
。

【
教
育
長
】
I
C
T
で
の
授
業
づ
く
り

や
事
務
改
善
な
ど
を
考
え
て
い
る
。
た

だ
、
教
員
が
そ
れ
で
余
裕
を
持
て
た
か

ら
良
し
と
す
る
の
で
は
な
く
、
本
当
に

一
人
一
人
の
子
ど
も
た
ち
に
向
き
合
え

て
い
る
の
か
、
教
員
の
働
き
が
い
が
ど

れ
だ
け
向
上
し
た
の
か
を
考
え
て
い
く

た
め
に
、
教
育
委
員
会
が
学
校
の
様
子

を
見
て
、
少
し
で
も
改
善
で
き
る
よ
う

な
方
向
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

問答問答問答

問答問答

　
今
後
、
美
濃
焼
の
歴
史
は
1
4
0
0
年

で
あ
る
と
の
統
一
見
解
を
持
ち
、
産
地
が

一
体
と
な
っ
て
発
信
、
行
動
し
て
い
く
事

が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
美
濃
焼
の
歴
史
を

ど
の
よ
う
に
語
り
、
東
濃
西
部
で
の
広
域

的
な
美
濃
焼
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
向
け
、

行
政
は
ど
の
よ
う
な
認
識
を
も
っ
て
取
り

組
ん
で
い
る
の
か
。
多
治
見
市
の
現
状
認

識
と
近
隣
他
市
と
の
共
有
化
に
つ
い
て
質

問
す
る
。

美
濃
焼
の
歴
史
1
4
0
0
年
に
つ
い
て

多
治
見
市
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

の
か
。
他
の
自
治
体
と
の
共
有
化
は
で

き
て
い
る
の
か
。
内
外
に
ど
の
よ
う
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
の
か
。

【
経
済
部
長
】
現
在
、
本
市
に
お
い
て

も
1
4
0
0
年
を
統
一
見
解
と
し
て
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
は
、
更
新
時
に
変

更
を
進
め
て
い
く
。
土
岐
市
、
瑞
浪
市
、

可
児
市
と
共
有
で
き
て
お
り
、
順
次
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
変
更
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
国
際
陶
磁
器
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

陶
器
ま
つ
り
、
美
濃
焼
祭
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
時
や
、
陶
磁
器
意
匠
研
究
所
が
参

加
し
て
い
る
国
際
陶
芸
ア
カ
デ
ミ
ー
な

ど
を
通
じ
P
R
を
進
め
て
い
く
。

東
濃
西
部
で
の
広
域
的
な
美
濃
焼
の
リ

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
向
け
、
行
政
は
ど

の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

い
る
の
か
。

【
経
済
部
長
】
2
0
2
1
年
4
月
に
セ

ラ
ミ
ッ
ク
バ
レ
ー
協
議
会
が
発
足
し
、

美
濃
焼
の
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
向
け

て
地
域
を
あ
げ
て
、
公
用
車
に
ロ
ゴ
の

入
っ
た
マ
グ
ネ
ッ
ト
の
貼
付
、
公
共
施

設
へ
の
横
断
幕
や
看
板
の
設
置
な
ど
周

知
を
進
め
て
き
た
。
今
年
度
か
ら
美
濃

焼
の
循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
、
不

用
陶
磁
器
な
ど
の
再
資
源
化
事
業

「
M
I
N
O
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
セ
ラ
ミ
ッ

ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
業
界
、
3
市
お

よ
び
国
、
岐
阜
県
と
一
体
と
な
り
取
り

組
ん
で
い
る
。
令
和
8
年
度
の
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
立
ち
上
げ
に
向
け
、
運
営

組
織
、
国
の
制
度
の
活
用
な
ど
の
協
議

を
進
め
て
い
る
。

各
自
治
体
は
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
バ
レ
ー
に

対
し
て
共
通
認
識
は
で
き
て
い
る
の
か
。

【
経
済
部
長
】
セ
ラ
ミ
ッ
ク
バ
レ
ー
ク

ラ
フ
ト
キ
ャ
ン
プ
、
国
際
陶
磁
器
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の
機
会
を
と
ら
え
て
、

共
通
認
識
を
持
ち
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
バ

レ
ー
を
国
内
外
に
発
信
し
て
い
る
。

問答問答

問答

玉
たま

置
おき

　真
しん

一
いち

獅
し

子
し

野
の

真
まこ

人
と

歴史を支えてきたのは、豊富な
原料と匠の技です。

12たじみ議会だより　―市民の声を形に―
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更
な
る
防
災
・
減
災
対
策

を
！

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

学
べ
る
教
育
支
援
を
！

　
子
ど
も
の
権
利
を
尊
重
し
、
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

子
ど
も
と
保
護
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い

て
、
以
下
の
質
問
を
す
る
。

不
登
校
児
童
生
徒
の
増
加
な
ど
の
理
由

で
、
精
神
疾
患
に
よ
る
教
員
の
休
職
が

全
国
的
に
増
え
て
い
る
が
、
本
市
の
実

態
は
ど
の
よ
う
か
。

【
副
教
育
長
】
精
神
疾
患
に
よ
る
病
気

休
暇
お
よ
び
休
職
と
な
る
教
員
は
、
数

名
い
る
。
環
境
の
変
化
、
学
級
経
営
、

授
業
づ
く
り
、
生
徒
指
導
、
保
護
者
対

応
な
ど
要
因
は
多
様
で
あ
る
。

　
本
市
で
は
夏
休
み
前
に
、
小
中
学
校

の
教
職
員
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
、
教
員
の
傾
向
を
把
握
し
て
い
る
。

ま
た
、
学
校
の
管
理
職
が
教
員
一
人
一

人
の
困
り
感
を
理
解
し
、
適
切
に
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
。

全
国
で
は
、
小
学
校
英
語
科
と
中
学
校

の
英
単
語
2
倍
化
で
英
語
嫌
い
の
児
童

生
徒
が
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
教
員
か

ら
は
英
語
の
教
科
書
に
つ
い
て
、
教
え

づ
ら
い
と
い
う
声
が
多
い
が
、
本
市
の

実
態
お
よ
び
英
語
教
科
指
導
は
ど
の
よ

う
か
。

【
副
教
育
長
】
令
和
5
年
度
実
施
の
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
で
は
、
英
語

の
勉
強
が
好
き
で
は
な
い
と
答
え
た
生

徒
が
2
割
を
超
え
、
全
国
と
ほ
ぼ
同
様

の
傾
向
で
あ
る
。
本
市
で
は
、
各
小
学

校
の
外
国
語
教
育
主
任
を
対
象
に
、
年

3
回
の
研
修
会
を
位
置
づ
け
、
優
秀
な

実
践
を
交
流
し
た
り
、
英
語
教
育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
指
導
を
受
け
た
り
し

て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度
は
各
小
学
校

で
教
科
担
任
制
を
取
り
入
れ
た
り
、
加

配
教
員
を
活
用
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

62
・
2
％
の
学
級
で
英
語
の
免
許
を
持

つ
教
員
が
専
門
性
を
生
か
し
て
英
語
の

授
業
を
担
当
し
て
い
る
。

不
登
校
児
童
生
徒
を
受
け
入
れ
る
校
内

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
現
状
・
評
価
は

ど
の
よ
う
か
。

【
副
教
育
長
】
令
和
7
年
10
月
現
在
、

96
名
の
児
童
生
徒
が
居
場
所
の
一
つ
と

し
て
利
用
し
て
い
る
。
当
セ
ン
タ
ー
に

「
リ
ラ
ッ
ク
ス
」「
学
習
」「
相
談
」
の

機
能
を
位
置
づ
け
、
ほ
ほ
え
み
相
談
員

や
ト
ラ
イ
サ
ポ
ー
タ
ー
が
運
営
し
、
個

に
応
じ
た
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
長
期

的
な
欠
席
の
未
然
防
止
に
成
果
が
表
れ

つ
つ
あ
る
。

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
と
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、

市
長
の
見
解
は
ど
の
よ
う
か
。

【
市
長
】
一
人
一
人
の
児
童
生
徒
に
寄

り
添
っ
て
い
く
た
め
に
、
教
育
委
員
会

と
各
学
校
の
先
生
方
と
相
談
し
て
い
る
。

ま
た
、
子
育
て
に
対
す
る
考
え
方
は

様
々
な
の
で
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ

ん
と
も
丁
寧
に
話
し
な
が
ら
、
学
校
教

育
の
整
備
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問答問答

問答問答

　
2
0
2
4
年
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
は
、尊
い
命
と
日
常
生
活
を
奪
う
深
刻
な

被
害
を
も
た
ら
し
、今
も
再
建
は
続
い
て
い

る
。断
水
や
孤
立
、交
通
網
の
寸
断
、情
報
伝

達
の
遅
れ
、住
宅
の
崩
壊
や
土
砂
災
害
な
ど
、

能
登
が
直
面
し
た
課
題
は
、日
本
全
国
ど
の

地
域
で
も
起
こ
り
え
る
こ
と
で
、決
し
て
他

人
事
で
は
な
い
。11
月
に
現
地
で
会
派
視
察

研
修
を
行
い
、現
場
で
指
揮
を
執
っ
た
方
々

か
ら
貴
重
な
お
話
を
伺
っ
た
。地
域
、行
政
、

企
業
、私
た
ち
一
人
一
人
が
よ
り
実
効
性
の

あ
る
備
え
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、

以
下
の
質
問
を
行
う
。

安
否
確
認
ツ
ー
ル
と
し
て「
無
事
で
す
」

ご
み
袋
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

【
企
画
部
長
】
誤
認
や
混
乱
の
可
能
性

が
あ
り
、
運
用
ル
ー
ル
の
徹
底
が
必
要

で
あ
る
た
め
、
市
全
体
で
の
導
入
は
考

え
て
い
な
い
。
区
や
町
内
単
位
で
導
入

し
て
い
る
自
治
会
も
あ
り
、
周
知
が
行

き
届
き
実
施
さ
れ
る
こ
と
は
有
効
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
お
よ

び
個
別
避
難
計
画
に
つ
い
て
、
情
報
は

日
々
変
化
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
更
新

が
重
要
と
な
る
。
更
新
の
取
り
組
み
は

ど
の
よ
う
か
。

【
企
画
部
長
】
災
害
時
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
は
、
市
が
保
有
す
る
デ
ー
タ

を
用
い
て
毎
年
更
新
す
る
。
個
別
避
難

計
画
に
つ
い
て
は
、
他
自
治
体
の
事
例

を
参
考
に
、
令
和
8
年
度
に
計
画
更
新

の
方
法
を
研
究
す
る
予
定
で
あ
る
。
当

初
計
画
作
成
を
委
託
し
た
自
治
会
に
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
か
も
併

せ
て
検
討
す
る
。

能
登
半
島
地
震
時
に
、通
信
衛
星
を
用

い
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る

「
ス
タ
ー
リ
ン
ク
」が
非
常
に
有
効
に
機

能
し
た
。本
市
で
も
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

【
企
画
部
長
】
地
上
通
信
が
遮
断
し
た

場
合
に
は
、
通
信
事
業
者
か
ら
の
衛
星

に
よ
る
通
信
ラ
イ
ン
を
確
保
で
き
る
よ

う
、
事
業
者
と
協
定
を
結
ぶ
こ
と
な
ど

を
検
討
し
て
い
る
。
ス
タ
ー
リ
ン
ク
も

候
補
の
一
つ
で
あ
る
。

公
立
小
中
学
校
の
屋
内
体
育
館
へ
の
空

調
設
備
の
導
入
を
再
度
提
案
す
る
が
、

見
解
は
い
か
が
か
。

【
市
長
】
緊
急
・
防
災
減
災
事
業
債
の

延
長
方
針
が
示
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

避
難
所
で
あ
る
小
中
学
校
体
育
館
へ
の

空
調
機
整
備
の
方
針
を
検
討
し
て
い
る

が
、
最
大
の
懸
念
事
項
は
、
財
政
に
与

え
る
影
響
の
大
き
さ
で
あ
る
。
そ
う
し

た
影
響
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
コ
ス

ト
低
減
、
発
注
方
法
な
ど
多
様
な
視
点

で
検
討
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

◆�

子
ど
も
を
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も

さ
せ
な
い
「
A
I
ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
ア
プ
リ
」
の
活
用
に
つ
い
て

問答問答

問答問答

寺
てら

島
しま

　芳
よし

枝
え

三
み

輪
わ

　寿
ひさ

子
こ
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3月定例会の予定・議会からのお知らせ

3月定例会の予定
2月19日（木）　本会議（招集～提案説明）

3月  2日（月）　本会議（質疑～委員会付託）

  　    　　　　 予算常任委員会（分科会付託）

  　  5日（木）　総務常任委員会

  　    　　　　 予算常任委員会第1分科会（質疑）

  　  6日（金）　経済建設常任委員会※午後1時開始

  　    　　　　 予算常任委員会第2分科会（質疑）

  　  9日（月）　厚生環境教育常任委員会

  　    　　　　 予算常任委員会第3分科会（質疑）

  　10日（火）　委員会（請願予備日）

  　11日（水）　本庁舎建設に関する特別委員会

  　    　　　　 予算常任委員会第4分科会（質疑）

  　17日（火）　本会議（市政一般質問）

  　18日（水）　本会議（市政一般質問）

  　    　　　　 �予算常任委員会（分科会長報告
（質疑）、議員間討議、討論、表決）

  　19日（木）　本会議（市政一般質問：予備日）

  　24日（火）　本会議（委員長報告～表決）

＊会議は、開始時間の記載がある場合を除き、午前10時からです。
＊提出議案などにより、委員会の開催予定日が変更になることがあります。
＊�一般質問当日の質問順位は、あらかじめホームページでお知らせします。なお、各議員は質問順位にしたがっ
て一般質問を行うため、各議員の一般質問の開始時間は未定です。
＊�3月18日（水）の予算常任委員会（分科会長報告（質疑）、議員間討議、討論、表決）は、本会議（市政一般
質問）が予備日にまで及んだ場合、その終了後に開催します。

議会からのお知らせ
議会だよりの発行回数を変更します
　議会だよりは、現在、各定例会号（3月定例会、6月定例会、9月定例会および12月定例会）と臨時会号
を発行しており、これに加えて市民と議会との対話集会報告書を作成しています。
　令和8年からは、このうち臨時会号と6月定例会号を合冊し、6月定例会号を20ページにして情報をお届
けします。

これまで 令和8年以降

3月定例会号（5月1日発行） 3月定例会号（5月1日発行）

臨時会号（6月1日発行）：4ページ
6月定例会号（臨時会の内容含む）：20ページ

6月定例会号（8月1日発行）：16ページ

9月定例会号（11月1日発行） 9月定例会号（11月1日発行）

12月定例会号（2月1日発行） 12月定例会号（2月1日発行）

市民と議会との対話集会報告書 市民と議会との対話集会報告書

会派代表質問を各定例会で行います
　市政一般質問について、会派代表質問は、9月定例会のみ行っていましたが、令和8年3月定例会から各定
例会で行います。
　また、会派代表質問を行った議員は、個人質問も行うことを認められていましたが、今後は、会派代表質
問と個人質問のどちらかのみの質問となります。

14たじみ議会だより　―市民の声を形に―



令和7年の議会活動報告

■本会議開催状況
回　　次 開　会　期　間 会　　期 会議時間
第1回定例会   2月20日～  3月24日   33日 16時間21分
第2回臨時会   5月  9日～  5月13日     5日   1時間14分
第3回定例会   5月29日～  6月26日   29日 12時間08分
第4回定例会   8月21日～  9月29日   40日 18時間05分
第5回定例会 11月21日～12月22日   32日 14時間21分

計 139日 62時間09分

■審議の内容（報告は除く）
議案内訳 計 説　　　明

市　
長　
提　
出

承認議案     4 専決処分の承認
認定議案   12 令和6年度一般・特別・企業会計決算

条例
制定     4 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例制定ほか
改正   36 多治見市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正ほか
廃止     1 多治見市三の倉市民の里の設置及び管理に関する条例廃止

予算 当初   12 令和7年度一般・特別・企業会計当初予算補正   25 令和6年度、令和7年度一般・特別・企業会計補正予算
市　　道   11 市道路線の認定・廃止
契　　約     9 市政監察契約の締結、工事請負契約の締結、物品供給契約の締結
人　　事     7 固定資産評価審査委員会委員、子どもの権利擁護委員、固定資産評価員、監査委員、教育委員会委員、公平委員会委員、人権擁護委員

そ の 他   34
訴えの提起、東農西部広域ごみ焼却施設整備等審議会共同設置規約を定める協議、第8次多治見市総合計画基本計画の変
更、財産の無償譲渡、財産の無償貸付け、指定管理者の指定、多治見市の特定の事務を取り扱う郵便局の指定、岐阜市町
村会館組合規約の変更に関する協議、岐阜県市町村会館組合の解散及び財産処分並びに事務の承継等に関する協議ほか

議
員
提
出

意 見 書     3 訪問介護の基本報酬引下げに対する早急な見直し等を求める意見書、えん罪被害を防ぎ、被害者救済が適正に行われるための法整備を早急に進めることを求める意見書、太陽光発電設備のリサイクル推進及び適正な廃棄処理に関する意見書

そ の 他   11
議長辞任許可、副議長辞職許可、常任委員の選任、議会運営委員の選任、予算常任委員の選任、多治見市議会議員
政治倫理条例に基づく審査請求事件、政治倫理審査に関する特別委員の定数・選任、決算特別委員会の設置・委員
の選任、多治見市議会議員政治倫理条例に基づく対象議員に対する措置

委
員
会

提　
出

条 例 等   11
多治見市議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正、多治見市議会の個人情報の保護に関する条例施行規程の一部改正、多治
見市議会委員会条例の一部改正、多治見市議会会議規則の一部改正、多治見市議会会議規則及び地方自治法に係る情報通信技術の
活用に関する規程の制定、多治見市議会委員会条例に係る情報通信技術の活用に関する規程の制定、多治見市情報通信技術を活用
した行政の推進に関する条例の一部改正、多治見市議会情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例施行規程の制定

請　　　　願 ―
選　　　　挙     3 議長選挙、副議長選挙、東濃西部広域行政事務組合議会議員の選挙

計 183

■委員会等の活動（委員会・研究会・協議会開催状況）
委　員　会　名 委　員　会 協　議　会

日　数 会　議　時　間 日　数 会　議　時　間

常任委員会

総　　務     6   7時間19分   3     　　50分
経済建設     5   5時間18分   1     　　35分
厚生環境教育     6   9時間35分   1     　　46分
予算（6月6日から）     6   1時間38分 － －

第1分科会     3   2時間15分 － －
第2分科会     3   2時間31分 － －
第3分科会     3   2時間41分 － －
第4分科会     2     　　29分 － －

特別委員会

本庁舎建設に関する     7   6時間09分   5   3時間18分
小委員会（6月6日から）     9 10時間17分 － －

決算     2   2時間05分 － －
第1分科会     1   2時間37分 － －
第2分科会     1   3時間40分 － －
第3分科会     1   4時間08分 － －

政治倫理審査に関する（8月21日から9月4日まで）     4   5時間05分 － －
研　究　会 広報広聴研究会     8   8時間21分 － －

 議　　会　　運　　営　　委　　員　　会   41 31時間22分 － －
 全　　　 員 　　　協 　　　議 　　　会 － － 17 14時間36分

計 108 105時間30分 27 20時間05分
※会議時間は、休憩時間を含んでいません。

令和７年の議会活動を報告します
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先進地調査を行いました先進地調査を行いました
総務常任委員会
広島県
広島市

⃝日にち　令和7年10月30日（木）
⃝テーマ　�広島型地域運営組織「ひろしま

L
え る も

MO」の取組について
⃝所　感　広島市では、小学校区ごとに住民が地域課題の解
決に取り組む組織を「ひろしまL

え る も

MO」と認定し、条例に基づ
き支援体制を整備している。広島市の取り組みは、「地域が自
ら稼ぎ、考え、動く」ための仕組みを制度として根付かせた、
全国初の先進事例である。特に印象的だったのは、行政主導
ではなく、市民と行政が伴走する姿勢である。L

え る も

MOは“作る
こと”が目的ではなく、“育てること”が目的であるという考え
方に深く共感した。地域の力
を引き出すためには、制度や
補助金よりも「理解・信頼・
共感の積み重ね」が不可欠で
あり、多治見市においても、
今後の地域運営組織支援の
方向性を考える上で大いに
参考となる視察であった。

大阪府
門真市

⃝日にち　令和7年10月31日（金）

⃝テーマ　�地域会議の取組について

⃝所　感　門真市では、平成26年に制定された自治基本条
例をもとに、中学校区単位で地域会議を設置し、住民・団体・
行政が協働して地域課題を解決する体制を構築している。
本視察では、「住民自治をどう再構築するか」という根本的
な問いに向き合う行政の姿勢について大きな学びがあった。
市民・議会・行政が「対等の立場」で地域の未来を考える
という理念を制度として具体化している点は、非常に印象
的であった。一方で、制度を定着させるまでには多くの葛
藤と時間を要しており、自治体職員の粘り強い説明・住民
との信頼構築が不可欠であることも実感した。多治見市と
しても、今後の地域自治の在り方を検討する上で、門真市
の経験を一つの羅針盤とし、地域住民と行政が共に歩む仕
組みづくりを進めていく必要があると感じた。各地域力組
織に格差が出てきたが、地域特性を生かして様々な先行し
た取り組みを各地域で試し、成功事例を全市で共有してい
くべきだと強く感じた。

経済建設常任委員会
奈良県
生駒市

⃝日にち　令和7年10月21日（火）

⃝テーマ　�公共交通について

⃝所　感　生駒市は、奈良県の北西端に位置し、周辺の丘
陵地に団地が広がっている。人口は約12万人であるが、今
後、人口減少や高齢化が急速に進み、坂が多く移動に困る
人が増加するなど、本市と同様の課題を抱えている。
　同市は、路線バスおよび自主運行バスに財政的措置を講じ
るとともに、広報紙で路線バスが運航存続の危機であること
を市民に周知している。また、市民、事業者、市が三者協議
を赤字路線ごとに定期的に開催し、路線廃止などの危機に直
面している住民自らが当事者として課題と向き合っている。
　6路線ある自主運行バスは、毎年度路線ごとに利用実績を
市に報告し、運行費用に対する市の負担割合が70％を超え
る場合は、減便・廃止対象となる。
　生駒市が直面していた公共交通政策上の課題は、本市の
公共交通と似通ったものであり、本市が比較参考とすべき
点は多いと感じた。

大阪府
河内長野市

⃝日にち　令和7年10月22日（水）

⃝テーマ　�公共交通について

⃝所　感　河内長野市は、大阪府の南東端に位置し、周縁
部に位置する丘陵地には、南海電鉄により開発された住宅
団地が広がっている。人口は約10万人であり、地理的・規
模的な特性が本市と類似している。
　同市は鉄道を除く公共交通機関に財政支援を行っている
が、人口減少に伴う利用者の激減と運転手不足による減便・
廃線の危機に直面している。バスの利用を促進するための「バ
ス無料デー」を実施するなど、さまざまな工夫をしている。
また、路線バス事業者の南海バスから企業版ふるさと納税で
同市に職員が出向しているため、企業が求めている支援策と
行政施策との齟齬が小さくなるものと考えられる。
　加えて、丘陵部の団地と駅を結
ぶ基幹交通を住民自ら確保しよ
うとする姿勢が強く、意欲的な住
民と国の施策を結びつけていく
上での同市の役割が確認でき、大
いに参考になるものであった。

厚生環境教育常任委員会
東京都
三鷹市

⃝日にち　令和7年10月23日（木）
⃝テーマ　�高齢者支援に関する取組みに�

ついて
⃝所　感　三鷹市は、三鷹市高齢者計画・第9期介護保険事
業計画に基づき、地域包括ケア、認知症支援、在宅医療な
どの施策を統合的に推進しており、人材確保・定着・育成
にも力を入れている。
　特に充実している認知症に関する普及活動では、「認知症に
やさしいまち三鷹」を掲げ、“認知症とともに、自分らしく生き
る”社会になるよう本人主体の情報発信、生きがいや役割を持
てる仕組み強化など社会参加の機会を確保しているほか、地
域見守りや情報共有による早期発見体制が確立されている。
　また、三鷹市福祉Laboどんぐり山は、企業や大学との連携、介
護人材の育成、家族が在宅介護に
必要な知識と技術を学べる場で、
在宅生活支援の未来を見据えた
「研究・人材育成・実践」の三位一
体の先進施設には感銘を受けた。

神奈川県
大和市

⃝日にち　令和7年10月24日（金）
⃝テーマ　�高齢者支援に関する取組みに�

ついて
⃝所　感　大和市は、「人・まち・社会」の3領域で健康づ
くりを推進し、要介護状態でも生きがいや役割を持った生
活を目指す一般介護予防事業、イベントなどで活躍いただ
くための介護予防サポーター養成事業、保健師や地域と連
携して健康づくりのサポートをする健康普及員の充実を進
めている。
　また、住民が主体的に活動することで健康を維持・促進
することを目的に、20歳以上を対象に講座などに参加して
得たポイントを商品券に交換できるヤマトン健康ポイント
や、65歳以上を対象に市が指定するボランティア活動にポ
イントを付与し、現金に転換可能な介護予防ポイント事業
がある。
　大和市は、住民の健康を守るために強い使命感、情熱と
課題意識を持ち、きめ細やかな支援や啓発活動に取り組ん
でおり、本市も、高い専門性と熱意を基盤に、切れ目のな
い支援体制を構築し、誰もが安心して健やかに暮らせるま
ちづくりを力強く推進させることが重要であると感じた。

16
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